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   令令和和７７年年度度  全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査  解解説説資資料料ににつついいてて 

    目目的的   

本資料は、令和７年度全国学力・学習状況調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
ように作成したものです。 

    特特徴徴   

 

「教科に関する調査」の各問題について、学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

「教科に関する調査」の各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における領域・内
容、解答類型、正答や予想される解答の解説、学習指導の改善・充実を図るための情報等を
記述しています。 

 

全ての先生が、学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に身
に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので、調査の対
象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における領域・内容」には、該当する学年を示していま
すので、学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後、すぐに活用できるように作成しています。 

調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の改善・充実を図る際に役立て
ることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際、調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

本調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設定
する条件等に即して解答を分類、整理した「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で、つまずきの分析ができるように解答類型の説明をしています。
正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して、学
習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

関連する過去の調査の解説資料や報告書等の該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は、これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書等は、国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

    本本資資料料のの活活用用にに当当たたっってて    

ⅠⅠ  調調査査問問題題作作成成にに当当たたっってて 

調査問題作成の基本理念、調査問題作成の枠組みについて解説しています。 

ⅡⅡ  調調査査問問題題一一覧覧表表 

問題の概要、出題の趣旨、関係する学習指導要領の領域等、評価の観点、問題形式を一覧

表にまとめています。 
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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における領域・内容、解答類型）等

を記述しています。（問題によっては、記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に、設定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。解答例を
示すとともに、「解答類型について」の解説を加えていますので、児童
生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した
学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 

（類型１～38 までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図、把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における領域・内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように、関係する 
学習指導要領における領域・内容を 
示しています。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように、問題に 
おける解答類型を示しています。 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図、把握しよ
うとする力、場面設定などについて
記述しています。 

 
 
 
調査問題を掲載しています。 
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を、当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を、当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では、以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

 

 

※図はイメージです。

 

■解答類型について 
予想される解答から、身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題、解説資料、 

報告書等を記載しています。 

※平成 25 年度から令和３年度の調査問題

は、学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 

３．出典等 

  著作物からの出題の場合に、出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また、問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。 
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Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって
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Ⅰ 中学校数学科の調査問題作成に当たって

中学校数学科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題作成の基本理念について

「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成29年３月）では、「全国学力・

学習状況調査の調査問題については、新しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力を踏

まえ、それを教育委員会や学校に対して、具体的なメッセージとして示すものとなるよう検討を

進める。」としている。

平成29年３月に公示された中学校学習指導要領（平成29年告示。以下「学習指導要領」という。）

は、教科等の目標や内容について、生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる

「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性

等」という三つの柱に基づいて再整理されており、これらの資質・能力の三つの柱は相互に関係

し合いながら育成されるものという考え方に立っている。

平成31年度（令和元年度）以降の調査問題では、こうした学習指導要領の考え方への各教育委

員会や各学校の理解を促すため、それまでの「主として『知識』に関する問題」と「主として『活

用』に関する問題」に区分するといった整理を見直して、一体的に調査問題を構成することとし

た。

なお、「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（平成18年４月）では、具体

的な調査問題の作成に当たって、「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基

盤的な事項を具体的に示すものであり、教員による指導改善や、児童生徒の学習改善・学習意欲

の向上などに役立つとの視点が重要である」としていることにも留意する必要がある。

以上の点等を踏まえ、本調査の調査問題は、国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等

も考慮しつつ、学習指導要領に示された数学科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本と

した。

２ 調査問題作成の枠組み

中学校数学科の調査問題は、中学校数学科の指導のねらいからみて、今後の学習において活用

される基礎的・基本的な知識及び技能や、その知識及び技能が、生徒が問題解決をしていく過程

でどのように用いられているかについて明確にして出題することとした。なお、中学校学習指導

要領（平成29年告示）解説数学編において、資質・能力を育成していくためには、学習過程の果

たす役割が極めて重要であり、数学科においては、数学的に問題発見・解決する過程を学習過程

に反映させることが重要であると述べられていることから、生徒が目的意識をもって数学的に問

題発見・解決する過程を遂行することに配慮し、問題を作成した。

（１）出題の範囲と評価の観点について

出題の範囲として、学習指導要領第２章第３節数学における、「数と式」、「図形」、「関数」、

「データの活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、中学

校第２学年までの内容となるようにしている。

また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。
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（２）調査問題について

中学校数学科の調査問題の枠組みを、「数学科の内容(領域)」、「主たる評価の観点」、「文脈や

状況」、「数学の問題発見・解決における局面」、「数学的なプロセス」の五つの視点から、表の

ように整理することとした。調査問題では、生徒自らが事象を数理的に捉え、数学の問題を見い

だして解決していくことを期待し、ある文脈や状況の中で数学的に問題発見・解決する過程を「数

学の問題発見・解決における局面」として三つの局面で捉えることとした。そして、三つの局面

それぞれに「数学的なプロセス」であるⅠ(1)～(4)、Ⅱ(1)～(7)、Ⅲ(1)～(6)を位置付けた。単

一の設問とした問題(１ ～ ５ )については、数学の学習過程において問題発見・解決する際の、

ある局面に限定し、「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。また、複数の設問

からなる問題(６ ～ ９ )については、数学の問題発見・解決における複数の局面を想定し、それ

ぞれの局面で「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。

表 調査問題の枠組み

数学科の
数と式 図形 関数 データの活用

内容(領域）

主たる
知識・技能 思考・判断・表現

評価の観点

文脈や状況
日常生活や社会の 数学の

事象についての考察 事象についての考察

数学の

問題発見・解決に 数学的なプロセス

おける局面

(1)事象を数・量・図形等に着目して観察すること

Ⅰ
事象における問題を (2)事象の特徴を的確に捉えること

数学的に捉えること (3)理想化したり単純化したりすること

(4)情報を分類したり整理したりすること

(1)筋道を立てて考えること

問題解決に向けて、 (2)解決の方針を立てること

構想・見通しを立て (3)方針に基づいて解決すること

Ⅱ ることで焦点化した (4)事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

数学の問題を解決す (5)数・式、図、表、グラフなどを活用して、数学的に処理すること

ること (6)数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

(7)解決の結果を数学的に表現すること

(1)数学的な結果を事象に即して解釈すること

問題解決の過程や
(2)必要な情報を選択し判断すること

Ⅲ 結果を振り返って
(3)解決の過程や結果を批判的に考察すること

考察すること
(4)解決の過程や結果を振り返り評価・改善すること

(5)統合的・発展的に考察すること

(6)事象を多面的に見ること
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（２）調査問題について

中学校数学科の調査問題の枠組みを、「数学科の内容(領域)」、「主たる評価の観点」、「文脈や

状況」、「数学の問題発見・解決における局面」、「数学的なプロセス」の五つの視点から、表の

ように整理することとした。調査問題では、生徒自らが事象を数理的に捉え、数学の問題を見い

だして解決していくことを期待し、ある文脈や状況の中で数学的に問題発見・解決する過程を「数

学の問題発見・解決における局面」として三つの局面で捉えることとした。そして、三つの局面

それぞれに「数学的なプロセス」であるⅠ(1)～(4)、Ⅱ(1)～(7)、Ⅲ(1)～(6)を位置付けた。単

一の設問とした問題(１ ～ ５ )については、数学の学習過程において問題発見・解決する際の、

ある局面に限定し、「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。また、複数の設問

からなる問題(６ ～ ９ )については、数学の問題発見・解決における複数の局面を想定し、それ

ぞれの局面で「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。

表 調査問題の枠組み

数学科の
数と式 図形 関数 データの活用

内容(領域）

主たる
知識・技能 思考・判断・表現

評価の観点

文脈や状況
日常生活や社会の 数学の

事象についての考察 事象についての考察

数学の

問題発見・解決に 数学的なプロセス

おける局面

(1)事象を数・量・図形等に着目して観察すること

Ⅰ
事象における問題を (2)事象の特徴を的確に捉えること

数学的に捉えること (3)理想化したり単純化したりすること

(4)情報を分類したり整理したりすること

(1)筋道を立てて考えること

問題解決に向けて、 (2)解決の方針を立てること

構想・見通しを立て (3)方針に基づいて解決すること

Ⅱ ることで焦点化した (4)事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

数学の問題を解決す (5)数・式、図、表、グラフなどを活用して、数学的に処理すること

ること (6)数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

(7)解決の結果を数学的に表現すること

(1)数学的な結果を事象に即して解釈すること

問題解決の過程や
(2)必要な情報を選択し判断すること

Ⅲ 結果を振り返って
(3)解決の過程や結果を批判的に考察すること

考察すること
(4)解決の過程や結果を振り返り評価・改善すること

(5)統合的・発展的に考察すること

(6)事象を多面的に見ること

（３）問題形式について

問題の形式は、選択式、短答式、記述式の三種類としている。記述式の詳細は、次のとおりで

ある。

(a) 見いだした事柄や事実を説明する問題（事柄・事実の説明）（対応設問：６(2)）

数量や図形などの考察対象や問題場面について、成り立つと予想される事柄や事実を見いだし

説明する問題を出題し、それを的確に捉え直し、前提とそれによって説明される結論の両方を数

学的に表現する力をみることにした。

事柄を数学的に表現することは、後の学習において逆の意味を吟味したり、解の吟味の必要性

に気づいたりするなど、論理的に考えを進めながら新たな知識を習得できるようにする上で大切

である。そこで、「○○ならば、◇◇になる。」のような形で、「前提（○○）」と、それによっ

て説明される「結論（◇◇）」の両方を記述することを解答として求めた。

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題（方法・手順の説明）（対応設問：８(2)）

事象について、数学的に考察する場面でのアプローチの方法や手順を説明する問題を出題し、

構想を立てたり、それを評価・改善したりする力をみることにした。

他者と協働的に問題を解決したり、問題解決の過程を自ら振り返ったりする上で、方法や手順

を的確に記述したり伝え合ったりすることが大切である。そこで、「用いるもの」（表、式、グ

ラフ）を明確にした上で、その「用い方」（x 座標がある値となるときの y 座標の値を読み取る

など）を記述することを解答として求めた。

(c) 事柄が成り立つ理由を説明する問題（理由の説明）（対応設問：６(3)、７(2)、９(3)）

説明すべき事柄について、その根拠と成り立つ事柄を示して理由を説明する問題を出題し、論

理的な思考力や表現力をみることにした。

ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明する際には、説明の対象となる成り立つ事柄を明確に

した上で、その根拠を指摘することが大切である。そこで、「○○であるから、△△である。」

のような形で、「根拠（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述することを解答とし

て求めた。

なお、理由の説明の問題では、「示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式（c-1）」と、

「説明すべき事柄を判断し、その根拠を記述する形式（c-2）」の二つのタイプを出題した。

（cｰ1）…《６(3)、９(3)》

（cｰ2）…《７(2)》

◆ 点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題の作成について

本調査では、視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では、全体を点訳するとともに、点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し、図版等の情報の精査（グラフを表にしたり、記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり、出題の趣旨を踏まえた上で、出題形式の変更や代替問題の作成を行ったりする

などの配慮を行っている。

拡大文字問題では、対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し、文字や

図版等を拡大するとともに、文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ、コントラスト、

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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数

と

式

図

形

関

数

デ

ー

タ

の

活

用

1 １から９までの数の中から素数を全て選ぶ
素数の意味を理解しているかどう
かをみる

１(１)
ア

（ア）
○ ○

２
果汁40％の飲み物 a mLに含まれる果汁の
量を、a を用いた式で表す

数量を文字を用いた式で表すこと
ができるかどうかをみる

１(２)
ア

（エ）
○ ○

３
△ABCにおいて、∠Aの大きさが50°のと
きの頂点Aにおける外角の大きさを求める

多角形の外角の意味を理解してい
るかどうかをみる

２(１)
ア

（イ）
○ ○

４
一次関数 y＝６x＋５ について、x の増加量
が２のときの y の増加量を求める

一次関数 y＝ax＋b について、変
化の割合を基に、xの増加量に対
するyの増加量を求めることがで
きるかどうかをみる

２(１)
ア

（ア）
○ ○

５
ある学級の生徒 40人のハンドボール投げの
記録をまとめた度数分布表から、20ｍ以上
25ｍ未満の階級の相対度数を求める

相対度数の意味を理解しているか
どうかをみる

１(１)
ア

（ア）
○ ○

(１)

連続する二つの３の倍数の和が９の倍数にな
るとは限らないことの説明を完成するため
に、予想が成り立たない例をあげ、その和を
求める

事柄が常に成り立つとは限らない
ことを説明する場面において、反
例をあげることができるかどうか
をみる

２(１)
ア（ウ）
イ（イ）

○ ○

(２)
３nと３n＋３の和を２(３n＋１)＋１と表し
た式から、連続する二つの３の倍数の和がど
んな数であるかを説明する

式の意味を読み取り、成り立つ事
柄を見いだし、数学的な表現を用
いて説明することができるかどう
かをみる

２(１)
イ

（イ）
○ ○

(３)
連続する三つの３の倍数の和が、９の倍数に
なることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、そ
の意味を読み取ったりして、事柄
が成り立つ理由を説明することが
できるかどうかをみる

２(１)
イ

（イ）
○ ○

(１)

Ａの手元のカードが３枚とも「グー」、Ｂの
手元のカードが３枚とも「チョキ」でじゃん
けんカードゲームの１回目を行うとき、１回
目にＡが勝つ確率を書く

必ず起こる事柄の確率について理
解しているかどうかをみる

２(２)
ア

（ア）
○ ○

(２)

Ａの手元のカードが「グー」、「チョキ」、
「パー」、「パー」の４枚、Ｂの手元のカー
ドが「グー」、「チョキ」の２枚のとき、Ａ
とＢの勝ちやすさについての正しい記述を選
び、その理由を確率を用いて説明する

不確定な事象の起こりやすさの傾
向を捉え、判断の理由を数学的な
表現を用いて説明することができ
るかどうかをみる

２(２)
イ

（イ）
○ ○

(１)
Ａ駅からの走行距離と運賃の関係を表すグラ
フの何を読み取ればＣ駅とＤ駅の間の走行距
離が分かるかを選ぶ

事象に即して、グラフから必要な
情報を読み取ることができるかど
うかをみる

１(１)
ア

（ウ）
○ ○

(２)
Ａ駅から60.0ｋｍ地点につくられる新しい
駅の運賃がおよそ何円になるかを求める方法
を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決
の方法を数学的に説明することが
できるかどうかをみる

１(１)
イ

（イ）
○ ○

(１)
四角形AECFが平行四辺形であることの証明
を振り返り、新たに分かることを選ぶ

証明を振り返り、証明された事柄
を基にして、新たに分かる辺や角
についての関係を見いだすことが
できるかどうかをみる

２(２)
ア

（イ）
○ ○

(２)

平行四辺形ABCDの辺CB、ADを延長した
直線上にBE＝DFとなる点E、Fを取って
も、四角形AECFは平行四辺形となることの
証明を完成する

統合的・発展的に考え、条件を変
えた場合について、証明を評価・
改善することができるかどうかを
みる

２(２)
イ

（ア）
○ ○

(３)

平行四辺形ABCDの辺BC、DAを延長した
直線上にBE＝DFとなる点E、Fを取り、辺
ABと線分FCの交点をG、辺DCと線分AEの
交点をHとしたとき、四角形AGCHが平行
四辺形になることを証明する

ある事柄が成り立つことを構想に
基づいて証明することができるか
どうかをみる

２(２)
イ

（イ）
○ ○

調査問題一覧表　【中学校数学】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

６

７

知

識

・

技

能

９

８
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨、解説、解答類型等）
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数学１ 素数

１．出題の趣旨

事象を数や式を用いて考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・素数の意味を理解していること

事象を数や式を用いて考察する場面では、数や式の特徴を的確に捉えることが大切である。

本問は、素数の意味を理解しているかどうかをみる問題である。素数について理解すること

は、約数、倍数などの整数の性質を捉え直す際などに必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 数と式

(1) 正の数と負の数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

知識・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ １ ２、３、５、７ と解答しているもの。 ◎

２ ３、５、７ と解答しているもの。

３ ２、３、５、７、９ と解答しているもの。

４ １、２、３、５、７ と解答しているもの。

５ １、３、５、７ と解答しているもの。

６ １、３、５、７、９ と解答しているもの。

７ 上記４～６以外で、１を含んで解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、素数の意味を理解していると考えられる。

○ 【解答類型２】は、２、３、５、７のうち、２は素数に含まれないと捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型３】は、２、３、５、７に加えて、９も素数に含まれると捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型４】は、２、３、５、７に加えて、１も素数に含まれると捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型５】は、１から９までの奇数のうち、９以外の数を素数と捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型６】は、素数と奇数を混同していると考えられる。
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、素数の意味を理解していると考えられる。

○ 【解答類型２】は、２、３、５、７のうち、２は素数に含まれないと捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型３】は、２、３、５、７に加えて、９も素数に含まれると捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型４】は、２、３、５、７に加えて、１も素数に含まれると捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型５】は、１から９までの奇数のうち、９以外の数を素数と捉えていると考えら

れる。

○ 【解答類型６】は、素数と奇数を混同していると考えられる。

数学２ 文字を用いた式

１．出題の趣旨

文字を用いて数量の関係や法則などを考察する場面において必要となる、次のこと

ができるかどうかをみる。

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

・数量を文字を用いた式で表すこと

文字を用いて数量の関係や法則などを考察する場面では、数量や数量の関係を捉え、それら

を文字を用いた式で表したり処理したりすることが大切である。

今回の調査対象である生徒が小学校第６学年当時に実施した調査である、令和４年度【小学

校】算数２(2)は、「果汁が４０％含まれている飲み物の量が１０００ｍＬのときの、果汁の量を

書く」問題であり、百分率で表された割合と基準量から、比較量を求めることができるかどう

かを把握するために出題した（正答率64.8％）。これに関連して本問は、「果汁４０％の飲み物

a ｍＬに含まれる果汁の量を、a を用いた式で表す」問題であり、数量を文字を用いて表すこと

ができるかどうかを把握するために出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 数と式

(2) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（エ）数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式

を用いて表したり読み取ったりすること。

■評価の観点

知識・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ １
０．４a と解答しているもの。

◎
（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。）

２ ４０a と解答しているもの。

３ a÷０．４又は ０．４÷ a と解答しているもの。

４ 又は と解答しているもの。

５ 上記１～４以外で、aを用いた式で解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

a
４０

４０
a
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、数量を文字を用いた式に表すことができている。

○ 【解答類型２】は、割合が４０％であることから４０を用いたと考えられる。

○ 【解答類型３～５】は、a を用いた式で表しているが、数量を正しく捉えることができな

かったと考えられる。

（参考）

○関連する問題

【中学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A２(3)
a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを a、b

33.7％ pp.19-25 pp.29-35
を用いた式で表す

赤いテープの長さが aｃｍで、白いテープの長

H27A２(2) さの 倍のとき、白いテープの長さを a を用 23.6％ pp.21-28 pp.30-37

いた式で表す

H28A２(1)
ある数を３でわると、商が aで余りが２になる

33.6％ pp.21-28 pp.31-38
とき、ある数を aを用いた式で表す

H29A２(1)
５ m の重さが a ｇの針金の１ m の重さを、a

57.4％ pp.21-29 pp.34-43
を用いた式で表す

【小学校】

・令和４年度【小学校】算数２(2)

果汁が４０％含まれている飲み物の量が１０００ｍＬのときの、果汁の量を書く。

（正答率64.8％）

（参照）「令和４年度【小学校】解説資料」pp.22-31
「令和４年度【小学校】報告書」pp.36-51

３
５
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、数量を文字を用いた式に表すことができている。

○ 【解答類型２】は、割合が４０％であることから４０を用いたと考えられる。

○ 【解答類型３～５】は、a を用いた式で表しているが、数量を正しく捉えることができな

かったと考えられる。

（参考）

○関連する問題

【中学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A２(3)
a ｍの重さが b ｇの針金の１ｍの重さを a、b

33.7％ pp.19-25 pp.29-35
を用いた式で表す

赤いテープの長さが aｃｍで、白いテープの長

H27A２(2) さの 倍のとき、白いテープの長さを a を用 23.6％ pp.21-28 pp.30-37

いた式で表す

H28A２(1)
ある数を３でわると、商が aで余りが２になる

33.6％ pp.21-28 pp.31-38
とき、ある数を aを用いた式で表す

H29A２(1)
５ m の重さが a ｇの針金の１ m の重さを、a

57.4％ pp.21-29 pp.34-43
を用いた式で表す

【小学校】

・令和４年度【小学校】算数２(2)

果汁が４０％含まれている飲み物の量が１０００ｍＬのときの、果汁の量を書く。

（正答率64.8％）

（参照）「令和４年度【小学校】解説資料」pp.22-31
「令和４年度【小学校】報告書」pp.36-51

３
５

数学３ 外角

１．出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・多角形の外角の意味を理解していること

図形の性質を考察する場面では、辺や角などに着目し、図形の特徴を的確に捉えることが大

切である。

本問は、多角形の外角の意味を理解しているかどうかをみる問題である。多角形の外角の意

味を理解することは、図形の性質を考察したり、証明したりする際に必要であることから出題

した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(1) 基本的な平面図形の性質について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（イ）多角形の角についての性質が見いだせることを知ること。

■評価の観点

知識・技能
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ １ １３０ と解答しているもの。 ◎

２ ３１０ と解答しているもの。

３ ５０ と解答しているもの。

４ ２６０ と解答しているもの。

５ ３６０ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、多角形の外角の意味を理解していると考えられる。

○ 【解答類型２】は、頂点Ａにおける外角は、３６０°から頂点Ａにおける内角をひいた角で

あると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は、頂点Ａにおける外角と内角を混同していると考えられる。

○ 【解答類型４】は、頂点Ａにおける外角の大きさは、頂点Ａにおける二つの外角の大きさ

の和であると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型５】は、頂点Ａにおける外角の大きさを多角形の外角の和と捉えたと考えられ

る。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A６(2)
五角形のある頂点における外角の大きさを求

55.9％ pp.46-49 pp.53-55
める
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ １ １３０ と解答しているもの。 ◎

２ ３１０ と解答しているもの。

３ ５０ と解答しているもの。

４ ２６０ と解答しているもの。

５ ３６０ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、多角形の外角の意味を理解していると考えられる。

○ 【解答類型２】は、頂点Ａにおける外角は、３６０°から頂点Ａにおける内角をひいた角で

あると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は、頂点Ａにおける外角と内角を混同していると考えられる。

○ 【解答類型４】は、頂点Ａにおける外角の大きさは、頂点Ａにおける二つの外角の大きさ

の和であると捉えていると考えられる。

○ 【解答類型５】は、頂点Ａにおける外角の大きさを多角形の外角の和と捉えたと考えられ

る。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A６(2)
五角形のある頂点における外角の大きさを求

55.9％ pp.46-49 pp.53-55
める

数学４ 変化の割合

１．出題の趣旨

関数を用いて事象を捉え考察する場面において必要となる、次のことができるかどう

かをみる。

・数や式、図、表、グラフなどを活用して、数学的に処理すること

・一次関数 y＝ ax＋ b について、変化の割合を基に、xの増加量に対する yの増加量を

求めること

関数を用いて事象を捉え考察する場面では、具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量

を見いだし、表、式、グラフなどを活用して数学的に処理し、その特徴を捉えることが大切で

ある。

本問は、一次関数 y＝ ax＋ b について、変化の割合を基に、xの増加量に対する yの増加

量を求めることができるかどうかをみる問題である。x の増加量に対する y の増加量を求める

ことは、伴って変わる二つの数量の変化の様子を調べる際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｃ 関数

(1) 一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）一次関数について理解すること。

■評価の観点

知識・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ １ １２ と解答しているもの。 ◎

２ ６ と解答しているもの。

３ １７ と解答しているもの。

４ ２ と解答しているもの。

５ ３ と解答しているもの。

６ ５ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、一次関数 y ＝６x＋５ について、x の増加量に対する y の増加量を

求めることができている。

○ 【解答類型２】は、yの増加量と変化の割合を混同していると考えられる。

○ 【解答類型３】は、x＝２ のときの yの値を求めたと考えられる。

○ 【解答類型４】は、yの増加量と xの増加量を混同していると考えられる。

○ 【解答類型５】は、変化の割合を xの増加量で割った商を求めたと考えられる。

○ 【解答類型６】は、yの増加量を y＝ ax＋ b の bであると捉えていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H28A９(2)
比例 y＝２x について、xの値が１から４まで

40.3％ pp.63-69 pp.74-81
増加したときの yの増加量を求める

H30A11(1)
一次関数 y＝２x＋７ について、xの値が１か

ら４まで増加したときの yの増加量を求める
46.3％ pp.76-79 pp.77-81
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、一次関数 y ＝６x＋５ について、x の増加量に対する y の増加量を

求めることができている。

○ 【解答類型２】は、yの増加量と変化の割合を混同していると考えられる。

○ 【解答類型３】は、x＝２ のときの yの値を求めたと考えられる。

○ 【解答類型４】は、yの増加量と xの増加量を混同していると考えられる。

○ 【解答類型５】は、変化の割合を xの増加量で割った商を求めたと考えられる。

○ 【解答類型６】は、yの増加量を y＝ ax＋ b の bであると捉えていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H28A９(2)
比例 y＝２x について、xの値が１から４まで

40.3％ pp.63-69 pp.74-81
増加したときの yの増加量を求める

H30A11(1)
一次関数 y＝２x＋７ について、xの値が１か

ら４まで増加したときの yの増加量を求める
46.3％ pp.76-79 pp.77-81

数学５ 相対度数

１．出題の趣旨

不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面において、次のことができるか

どうかをみる。

・数や式、表、グラフなどを活用して、数学的に処理すること

・相対度数の意味を理解していること

不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面では、度数分布表やヒストグラムなど

を用いて、データの特徴や分布の傾向を読み取ることが大切である。

本問は、「与えられた度数分布表について、ある階級の相対度数を求めることができるかど

うかをみる」という趣旨において、平成29年度【中学校】数学Ａ14(2)（正答率46.1％）と関

連する趣旨の問題であり、課題がみられたことから、その学習の状況の変化を把握するために

出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

知識・技能
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ １ ０．２５ と解答しているもの。 ◎

２ １０ と解答しているもの。（階級の度数）

３ ４ と解答しているもの。（総度数を階級の度数で割った商）

４ ０.７５ と解答しているもの。（累積相対度数）

５ ３０ と解答しているもの。（累積度数）

６ ５ と解答しているもの。（階級の幅）

７ ４０ と解答しているもの。（総度数）

８ ２２．５ と解答しているもの。（階級値）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、相対度数の意味を理解し、正しく求めることができている。

○ 【解答類型２】は、階級の相対度数と階級の度数を混同していると考えられる。

〇 【解答類型３】は、総度数を２０ｍ以上２５ｍ未満の階級の度数で割った商を求めたと考

えられる。

○ 【解答類型４】は、最小の階級から２０ｍ以上２５ｍ未満の階級までの累積相対度数を求

めたと考えられる。

○ 【解答類型５】は、最小の階級から２０ｍ以上２５ｍ未満の階級までの累積度数を求めた

と考えられる。

○ 【解答類型６】は、階級の幅を求めたと考えられる。

○ 【解答類型７】は、階級の相対度数と総度数を混同していると考えられる。

○ 【解答類型８】は、２０ｍ以上２５ｍ未満の階級値を求めたと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A14(2)
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒス

23.7％ pp.74-76 pp.80-82
トグラムから、ある階級の相対度数を求める

H26A13(1)
生徒６０人の通学時間の分布を表した度数分表

43.4％ pp.80-83 pp.87-91
から、ある階級の相対度数を求める

H29A14(2)
６月１日から３０日までの記録を表した度数

46.1％ pp.84-87 pp.100-104
分布表から、ある階級の相対度数を求める
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ １ ０．２５ と解答しているもの。 ◎

２ １０ と解答しているもの。（階級の度数）

３ ４ と解答しているもの。（総度数を階級の度数で割った商）

４ ０.７５ と解答しているもの。（累積相対度数）

５ ３０ と解答しているもの。（累積度数）

６ ５ と解答しているもの。（階級の幅）

７ ４０ と解答しているもの。（総度数）

８ ２２．５ と解答しているもの。（階級値）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、相対度数の意味を理解し、正しく求めることができている。

○ 【解答類型２】は、階級の相対度数と階級の度数を混同していると考えられる。

〇 【解答類型３】は、総度数を２０ｍ以上２５ｍ未満の階級の度数で割った商を求めたと考

えられる。

○ 【解答類型４】は、最小の階級から２０ｍ以上２５ｍ未満の階級までの累積相対度数を求

めたと考えられる。

○ 【解答類型５】は、最小の階級から２０ｍ以上２５ｍ未満の階級までの累積度数を求めた

と考えられる。

○ 【解答類型６】は、階級の幅を求めたと考えられる。

○ 【解答類型７】は、階級の相対度数と総度数を混同していると考えられる。

○ 【解答類型８】は、２０ｍ以上２５ｍ未満の階級値を求めたと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A14(2)
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒス

23.7％ pp.74-76 pp.80-82
トグラムから、ある階級の相対度数を求める

H26A13(1)
生徒６０人の通学時間の分布を表した度数分表

43.4％ pp.80-83 pp.87-91
から、ある階級の相対度数を求める

H29A14(2)
６月１日から３０日までの記録を表した度数

46.1％ pp.84-87 pp.100-104
分布表から、ある階級の相対度数を求める

数学６ 構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察すること

（連続する３の倍数の和）
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１．出題の趣旨

事象を数学的に考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・方針に基づいて解決すること

・数学的に表現したことを事象に即して解釈し、見いだした事柄を説明すること

・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明すること

数に関する事象を考察する場面では、成り立ちそうな事柄を予想し、予想した事柄が成り立

つかどうかを判断し、成り立つ理由や成り立たない理由を数学的に説明すること、さらに、問

題の条件を変えるなどして、統合的・発展的に考察することが大切である。

本問では、「連続する３の倍数」の和について考察する場面を取り上げた。具体的には、連続

する二つの３の倍数の和について、予想した事柄が成り立たない理由を、反例をあげることで

説明する状況を設けた。また、連続する二つの３の倍数を３n、３n＋３ と表し、それらの和

を計算して ２（３n＋１）＋１ と変形した式を読み取り、成り立つ事柄を見いだす状況を設け

た。さらに、条件を「連続する２つの３の倍数」から「連続する３つの３の倍数」に変えて、

予想した事柄が成り立つことを文字を用いた式を使って説明する文脈を設定した。

２．解説

設問(１)

趣旨

事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ウ）文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

知識・技能
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１．出題の趣旨

事象を数学的に考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・方針に基づいて解決すること

・数学的に表現したことを事象に即して解釈し、見いだした事柄を説明すること

・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明すること

数に関する事象を考察する場面では、成り立ちそうな事柄を予想し、予想した事柄が成り立

つかどうかを判断し、成り立つ理由や成り立たない理由を数学的に説明すること、さらに、問

題の条件を変えるなどして、統合的・発展的に考察することが大切である。

本問では、「連続する３の倍数」の和について考察する場面を取り上げた。具体的には、連続

する二つの３の倍数の和について、予想した事柄が成り立たない理由を、反例をあげることで

説明する状況を設けた。また、連続する二つの３の倍数を３n、３n＋３ と表し、それらの和

を計算して ２（３n＋１）＋１ と変形した式を読み取り、成り立つ事柄を見いだす状況を設け

た。さらに、条件を「連続する２つの３の倍数」から「連続する３つの３の倍数」に変えて、

予想した事柄が成り立つことを文字を用いた式を使って説明する文脈を設定した。

２．解説

設問(１)

趣旨

事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ウ）文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ (1) ①、②の和を正しく計算し、③に９

１ の倍数にならない数を解答しているも ◎

①、②に、連続する二つの３の倍数 の。

２
を解答しているもの。 ①、②の和を正しく計算し、③に９

の倍数になる数を解答しているもの。

３ 上記以外の解答 又は 無解答

①、②の和を正しく計算し、③に９

４ ①、②に、連続しない二つの３の倍 の倍数にならない数を解答しているも

数を解答しているもの。 の。

５ 上記以外の解答 又は 無解答

６ ①、②に、上記１～５以外の二つの整数を解答しているもの。

７ ①、②に、文字を用いて解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は、事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例

をあげることができている。

○ 【解答類型２】は、和が９の倍数になる連続する二つの３の倍数をあげ、その和を求めた

と考えられる。

○ 【解答類型４】は、和が９の倍数にならない二つの３の倍数をあげたが、連続する二つの

３の倍数をあげることができなかったと考えられる。

○ 【解答類型７】は、文字を用いて説明する必要があると考え、具体的な数で反例をあげる

ことができなかったと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H22B２(1)
予想が成り立たない連続する三つの奇数の例

54.8％ pp.70-74 pp.273-281
をあげ、その和を求める

二つの偶数の積は８の倍数になるとは限らな

H26B２(2) いことの説明を完成するために、予想が成り 66.1％ pp.97-103 pp.104-109
立たない例をあげ、その積を求める
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設問(２)

趣旨

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明すること

ができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ (2) （正答の条件）

「○○は、◇◇である。」という形で、次の(a)、(b)について記述しているもの。

(a) ○○が、「連続する２つの３の倍数の和」である。

(b) ◇◇が、「奇数」である。

（正答例）

・ 連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。（解答類型１）

１ (a)、(b)について記述しているもの。 ◎

(a)についての記述が十分でなく、(b)について記述しているもの。又は、(b)
のみを記述しているもの。

２ （正答例） ○

・ 和は、奇数である。

・ 奇数である。

３
(a)について記述し、(b)以外で ２（３n＋１）＋１ から読み取れる事柄を記

◎
述しているもの。

４
上記３について、(a)についての記述が十分でないもの。又は、(a)についての

○
記述がないもの。

上記１～４以外で、２（３n＋１）＋１ から読み取れないが、連続する二つの

５ ３の倍数の和について成り立つ事柄を記述しているもの。（(a)についての記述

が十分でないものや、(a)についての記述がないものを含む。）

６
成り立たない事柄を記述しているもの。（(a)についての記述が十分でないも

のや、(a)についての記述がないものを含む。）

99 上記以外の解答

０ 無解答

－24－



設問(２)

趣旨

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明すること

ができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ (2) （正答の条件）

「○○は、◇◇である。」という形で、次の(a)、(b)について記述しているもの。

(a) ○○が、「連続する２つの３の倍数の和」である。

(b) ◇◇が、「奇数」である。

（正答例）

・ 連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。（解答類型１）

１ (a)、(b)について記述しているもの。 ◎

(a)についての記述が十分でなく、(b)について記述しているもの。又は、(b)
のみを記述しているもの。

２ （正答例） ○

・ 和は、奇数である。

・ 奇数である。

３
(a)について記述し、(b)以外で ２（３n＋１）＋１ から読み取れる事柄を記

◎
述しているもの。

４
上記３について、(a)についての記述が十分でないもの。又は、(a)についての

○
記述がないもの。

上記１～４以外で、２（３n＋１）＋１ から読み取れないが、連続する二つの

５ ３の倍数の和について成り立つ事柄を記述しているもの。（(a)についての記述

が十分でないものや、(a)についての記述がないものを含む。）

６
成り立たない事柄を記述しているもの。（(a)についての記述が十分でないも

のや、(a)についての記述がないものを含む。）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では、数に関する事象を考察する場面において、見いだした事実を説明することを求

めている。（p.７参照）

「連続する２つの３の倍数の和」がどんな数であるかを、文字を用いた式の意味を読み取っ

て説明するものである。太一さんの式の変形において、６n＋３ を ２（３n＋１）＋１ と変形

したことから、「連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。」のように記述することを求

めた。

○ 【解答類型１】は、６n＋３ を式変形して得られた ２（３n＋１）＋１ から読み取れる事

柄について、「連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。」のように記述している。

○ 【解答類型２】は、６n＋３ を式変形して得られた ２（３n＋１）＋１ から読み取れる事

柄について、「連続する２つの３の倍数の和は」についての記述が十分でないが、「奇数で

ある」ことについて記述している。又は、「奇数である」ことのみを記述している。

○ 【解答類型３】は、解答類型１以外で ２（３n＋１）＋１ から読み取れる事柄について、

「連続する２つの３の倍数の和は、◇◇である。」のように記述している。

○ 【解答類型４】は、解答類型２以外で ２（３ n ＋１）＋１ から読み取れる事柄について、

「連続する２つの３の倍数の和は」についての記述が十分でないが、「◇◇である」につい

て記述している。又は、「◇◇である」のみを記述している。

○ 【解答類型５】は、連続する二つの３の倍数の和について、成り立つ事柄を記述している

が、２（３n＋１）＋１ から読み取れる事柄を記述していない。具体的な例としては、以下

のようなものが想定される。

（例）

・ 連続する２つの３の倍数の和は、３の倍数である。

○ 【解答類型６】は、連続する二つの３の倍数の和について、成り立たない事柄を記述して

いる。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 連続する２つの３の倍数の和は、偶数である。
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設問(３)

趣旨

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説

明することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ (3) （正答の条件）

＜９（n＋１）と計算している場合＞

次の(a)、(b)について記述している。

(a) n＋１は整数だから、

(b) ９（n＋１）は９の倍数である。

＜９n＋９ と計算している場合＞

次の(c)、(d)について記述している。

(c) ９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、

(d) ９n＋９は９の倍数である。

（正答例）

・ ９（n＋１）

n＋１は整数だから、９（n＋１）は９の倍数である。

したがって、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。（解答類型１）

・ ９n＋９

９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、９n＋９は９の倍数

である。

したがって、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。（解答類型６）
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設問(３)

趣旨

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説

明することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ (3) （正答の条件）

＜９（n＋１）と計算している場合＞

次の(a)、(b)について記述している。

(a) n＋１は整数だから、

(b) ９（n＋１）は９の倍数である。

＜９n＋９ と計算している場合＞

次の(c)、(d)について記述している。

(c) ９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、

(d) ９n＋９は９の倍数である。

（正答例）

・ ９（n＋１）

n＋１は整数だから、９（n＋１）は９の倍数である。

したがって、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。（解答類型１）

・ ９n＋９

９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、９n＋９は９の倍数

である。

したがって、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。（解答類型６）

１ ９（n＋１） (a)、(b)について記述しているもの。 ◎

(a)のみを記述しているもの。

２
（正答例）

○
・ ９（n＋１）

n＋１は整数だから。

(b)のみを記述しているもの。

３
（正答例）

○
・ ９（n＋１）

よって、９（n＋１）は９の倍数である。

(a)、(b)について記述していないもの。

４ （正答例） ○

・ ９（n＋１）

５ (a)、(b)のいずれかの記述に誤りがあるもの。

６ ９n＋９ (c)、(d)について記述しているもの。 ◎

(c)のみを記述しているもの。

７
(正答例）

○
・ ９n＋９

９n、９が９の倍数だから。

(d)のみを記述しているもの。

８
（正答例）

○
・ ９n＋９

よって、９n＋９は９の倍数である。

９ (c)、(d)について記述していないもの。

10 (c)、(d)のいずれかの記述に誤りがあるもの。

11
９×□の□に（n＋１）以外の文字を用いた多項式又は単項式を入れて記述

しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では、数に関する事象を考察する場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な

表現を用いて説明することを求めている。（p.７参照）

連続する三つの３の倍数の和が、９の倍数になることを説明するためには、根拠として、計

算した式９n＋９を９（n＋１）と変形し、n＋１は整数であることを記述する必要がある。

その上で、成り立つ事柄として、９（n＋１）は９の倍数であることを記述する必要がある。

○ 【解答類型１】は、根拠として、計算した式 ９n＋９を９（n＋１）と変形した上で、

「n＋１は整数である」ことを記述し、それによって成り立つ事柄として、「９（n＋１）は

９の倍数である」ことを記述している。

○ 【解答類型２】は、根拠として、計算した式 ９n＋９を９（n＋１）と変形した上で、

「n＋１は整数である」ことを記述しているが、「９（n＋１）は９の倍数である」ことを記

述していない。

○ 【解答類型３】は、根拠として、計算した式 ９n＋９を９（n＋１）と変形した上で、

「n＋１は整数である」ことを記述していないが、「９（n＋１）は９の倍数である」ことを

記述している。
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○ 【解答類型４】は、根拠とそれによって成り立つ事柄を記述していないが、連続する三つ

の３の倍数の和は、９の倍数になることを説明するために、計算した式９n＋９を

９（n＋１）と変形している。

○ 【解答類型５】は、計算した式９n＋９を９（n＋１）と変形しているが、「n＋１ は整

数である」こと、又は「９（n＋１）は９の倍数である」ことのいずれかを誤って記述して

いる。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９（n＋１）

n＋１ は整数だから、９（n＋１）は６の倍数である。

○ 【解答類型６】は、計算した式９n＋９から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

で、９の倍数の和は９の倍数である」ことを記述し、それによって成り立つ事柄として、

「９n＋９ は９の倍数である」ことを記述している。

○ 【解答類型７】は、計算した式９n＋９ から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

で、９の倍数の和は９の倍数である」ことを記述しているが、「９n＋９ は９の倍数である」

ことを記述していない。

○ 【解答類型８】は、計算した式９n＋９から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

である」ことを記述していないが、「９n＋９は９の倍数である」ことを記述している。

○ 【解答類型９】は、９n＋９と計算しているが、根拠とそれによって成り立つ事柄を記述

していない。

○ 【解答類型10】は、９n＋９と計算し、「９n と９がそれぞれ９の倍数である」こと、又

は「９n＋９は９の倍数である」ことのいずれかを誤って記述している。具体的な例として

は、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９n＋９

９n＋９は６の倍数である。

○ 【解答類型11】は、９×□の形に変形しているが、□に（n＋１）以外の文字を用いた多

項式又は単項式を記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９（n＋９）

・ ９（２n＋１）
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○ 【解答類型４】は、根拠とそれによって成り立つ事柄を記述していないが、連続する三つ

の３の倍数の和は、９の倍数になることを説明するために、計算した式９n＋９を

９（n＋１）と変形している。

○ 【解答類型５】は、計算した式９n＋９を９（n＋１）と変形しているが、「n＋１ は整

数である」こと、又は「９（n＋１）は９の倍数である」ことのいずれかを誤って記述して

いる。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９（n＋１）

n＋１ は整数だから、９（n＋１）は６の倍数である。

○ 【解答類型６】は、計算した式９n＋９から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

で、９の倍数の和は９の倍数である」ことを記述し、それによって成り立つ事柄として、

「９n＋９ は９の倍数である」ことを記述している。

○ 【解答類型７】は、計算した式９n＋９ から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

で、９の倍数の和は９の倍数である」ことを記述しているが、「９n＋９ は９の倍数である」

ことを記述していない。

○ 【解答類型８】は、計算した式９n＋９から、根拠として、「９nと９がそれぞれ９の倍数

である」ことを記述していないが、「９n＋９は９の倍数である」ことを記述している。

○ 【解答類型９】は、９n＋９と計算しているが、根拠とそれによって成り立つ事柄を記述

していない。

○ 【解答類型10】は、９n＋９と計算し、「９n と９がそれぞれ９の倍数である」こと、又

は「９n＋９は９の倍数である」ことのいずれかを誤って記述している。具体的な例として

は、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９n＋９

９n＋９は６の倍数である。

○ 【解答類型11】は、９×□の形に変形しているが、□に（n＋１）以外の文字を用いた多

項式又は単項式を記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ９（n＋９）

・ ９（２n＋１）

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H19B２(2)
連続する五つの自然数の和が５の倍数に

42.5％ pp.68-71 pp.198-201
なることを説明する

H22B２(2)
連続する三つの奇数の和が３の倍数にな

26.4％ pp.70-74 pp.273-281
ることを説明する

H23B２(3)
連続する五つの自然数の和が中央の自然

実施せず pp.75-78 実施せず
数の５倍になることを説明する

H24B２(1)
連続する三つの自然数の和が３の倍数に

38.8％ pp.80-84 pp.301-307
なることを説明する

H27B２(2)
連続する三つの整数の和が中央の整数の

44.2％ pp.94-101 pp.107-114
３倍になることの説明を完成する

H31９(2)
連続する五つの奇数の和が中央の整数の

60.3％ pp.50-59 pp.56-63
５倍になることの説明を完成する

R４６(2)
差が４である二つの偶数の和が、４の倍

49.5％ pp.24-33 pp.38-51
数になることの説明を完成する
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数学７ 不確定な事象の起こりやすさを捉え考察し判断すること

（じゃんけんカードゲーム）
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数学７ 不確定な事象の起こりやすさを捉え考察し判断すること

（じゃんけんカードゲーム）

１．出題の趣旨

不確定な事象を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

・数や式、図、表などを活用して、数学的に処理すること

・事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を用いて説明すること

不確定な事象を考察する場面では、多数回の試行によって得られる確率や、場合の数を基に

して得られる確率を用いて事象の起こりやすさの傾向を捉え、それらを基に判断することが求

められる場合がある。その際、判断の理由を数学的に説明することが大切である。

本問では、「じゃんけんカードゲーム」において、対戦するＡとＢの勝ちやすさの傾向を捉

える場面を取り上げた。この場面において、必ず起こる事柄の確率を捉える状況を設けた。さ

らに、勝ちやすさについて判断し、その判断の理由を確率を根拠として説明する文脈を設定し

た。

２．解説

設問(１)

趣旨

必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｄ データの活用

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて、数学的活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）多数回の試行によって得られる確率と関連付けて、場合の数を基にして得られ

る確率の必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ (1) １
１ と解答しているもの。

◎
（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様。）

２ １００ と解答しているもの。

３ と解答しているもの。

４ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

１
３

１
２
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、必ず起こる事柄の確率について理解している。

○ 【解答類型２】は、必ず起こる事柄の確率を１００と捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は、じゃんけんの結果についての「勝ち」、「負け」、「あいこ」の３通り、

カードの表の絵の「グー」、「チョキ」、「パー」の３種類、手元のカードが３枚など、「３」

に着目して、１回目にＡが勝つ確率は と求めたと考えられる。

○ 【解答類型４】は、じゃんけんの勝敗についての「勝ち」、「負け」の２通りなど、「２」

に着目して、１回目にＡが勝つ確率は と求めたと考えられる。

設問(２)

趣旨

不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明

することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｄ データの活用

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて、数学的活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

１
３

１
２
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、必ず起こる事柄の確率について理解している。

○ 【解答類型２】は、必ず起こる事柄の確率を１００と捉えていると考えられる。

○ 【解答類型３】は、じゃんけんの結果についての「勝ち」、「負け」、「あいこ」の３通り、

カードの表の絵の「グー」、「チョキ」、「パー」の３種類、手元のカードが３枚など、「３」

に着目して、１回目にＡが勝つ確率は と求めたと考えられる。

○ 【解答類型４】は、じゃんけんの勝敗についての「勝ち」、「負け」の２通りなど、「２」

に着目して、１回目にＡが勝つ確率は と求めたと考えられる。

設問(２)

趣旨

不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明

することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｄ データの活用

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて、数学的活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

１
３

１
２

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ (2) （正答の条件）

ウを選択し、事象の起こりやすさを判断するために、次の(a)、(b)について記述

しているもの。

(a) Ａの勝つ確率が であること。

(b) Ｂの勝つ確率が であること。

（正答例）

・ Ａの勝つ確率は であり、Ｂの勝つ確率は であるから、Ａの勝つ確率と、

Ｂの勝つ確率は等しい。だから、ＡとＢの勝ちやすさは同じである。（解答類型１）

１ (a)、(b)について記述しているもの。（結論がなくてもよい。以下同様。） ◎

２
(a)、(b)のいずれかについて記述しているもの。又は、確率が である

ことについてのみを記述しているもの。

(a)、(b)について、場合の数を用いて記述しているもの。

３
（正答例）

○
全部で８通りの出方があり、Ａが勝つ場合の数とＢが勝つ場合の数はそれ

ぞれ３通りで等しい。だから、ＡとＢの勝ちやすさは同じである。

４ 確率又は場合の数の数値に誤りがあるもの。

５ 上記以外の解答

６ 無解答

７ 確率又は場合の数を用いて記述しているもの。

８ 上記以外の解答

９ 無解答

10 確率又は場合の数を用いて記述しているもの。

11 上記以外の解答

12 無解答

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では、日常生活や社会の事象を考察する場面において、ある事柄が成り立つ理由を数

学的な表現を用いて説明することを求めている。（p.７参照）

説明する際には、「ＡとＢの勝ちやすさは同じである。」ことの根拠として、Ａの勝つ確率と

Ｂの勝つ確率を求め、その値を記述する必要がある。

解答類型１～４については、説明すべき事柄として「ウ ＡとＢの勝ちやすさは同じである。」

を選択し、その根拠を記述しているものである。

○ 【解答類型１】は、根拠として、Ａの勝つ確率は であり、Ｂの勝つ確率は であるこ

とを記述している。

３
８

３
８

３
８

３
８

３
８

３
８

３
８

ア
を
選
択

イ
を
選
択

ウ
を
選
択
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○ 【解答類型２】は、Ａ、Ｂのどちらか一方の勝つ確率のみ、又は、Ａ、Ｂそれぞれの勝つ

確率を示しているとは読み取れないが、確率が であることのみを記述している。具体的

な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａの勝つ確率は である。

・ だから。

○ 【解答類型３】は、根拠として、Ａの勝つ場合の数は３通りであり、Ｂの勝つ場合の数は

３通りであることを記述している。

○ 【解答類型４】は、根拠として、確率又は場合の数の数値を誤って記述している。具体的

な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａ、Ｂそれぞれの勝つ確率が で等しいから。

○ 【解答類型７】は、説明すべき事柄として「ア Ａの方が勝ちやすい。」を選択し、確率又

は場合の数を用いて記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａの勝つ確率は 、Ｂの勝つ確率は だから、Ａが勝ちやすい。

○ 【解答類型10】は、説明すべき事柄として「イ Ｂの方が勝ちやすい。」を選択し、確率又

は場合の数を用いて記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａが勝つ場合の数は３通り、Ｂが勝つ場合の数は４通りだから、Ｂが勝ちやすい。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H26B５(2)
１点と２点のとりやすさについての正しい記

32.7％ pp.114-117 pp.120-124
述を選び、その理由を確率を用いて説明する

３
８

１
３

３
８

３
８

１
２

３
８
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○ 【解答類型２】は、Ａ、Ｂのどちらか一方の勝つ確率のみ、又は、Ａ、Ｂそれぞれの勝つ

確率を示しているとは読み取れないが、確率が であることのみを記述している。具体的

な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａの勝つ確率は である。

・ だから。

○ 【解答類型３】は、根拠として、Ａの勝つ場合の数は３通りであり、Ｂの勝つ場合の数は

３通りであることを記述している。

○ 【解答類型４】は、根拠として、確率又は場合の数の数値を誤って記述している。具体的

な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａ、Ｂそれぞれの勝つ確率が で等しいから。

○ 【解答類型７】は、説明すべき事柄として「ア Ａの方が勝ちやすい。」を選択し、確率又

は場合の数を用いて記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａの勝つ確率は 、Ｂの勝つ確率は だから、Ａが勝ちやすい。

○ 【解答類型10】は、説明すべき事柄として「イ Ｂの方が勝ちやすい。」を選択し、確率又

は場合の数を用いて記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ Ａが勝つ場合の数は３通り、Ｂが勝つ場合の数は４通りだから、Ｂが勝ちやすい。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H26B５(2)
１点と２点のとりやすさについての正しい記

32.7％ pp.114-117 pp.120-124
述を選び、その理由を確率を用いて説明する

３
８

１
３

３
８

３
８

１
２

３
８

数学８ 日常的な事象における問題について、関数関係に着目し構想を立て

解決すること（新しい駅）

１．出題の趣旨

事象の中にある関数関係を見いだし考察する場面において、次のことができるかどうか

をみる。

・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

・事象の特徴を的確に捉えること

・問題解決の方法を数学的に説明すること

日常生活や社会の事象を考察する場面では、事象を理想化したり単純化したりすることによ

って、事象の中から取り出した二つの数量の関係を既習の関数とみなし、問題を解決すること

が求められる場合がある。その際、問題解決の方法を数学的に説明できることが大切である。

本問では、Ａ駅から各駅までの走行距離と運賃の関係について調べ、調べた結果を基にＡ駅

から新しい駅までの運賃がおよそ何円になるのかを予測する場面を取り上げた。この場面にお

いて、Ａ駅からの走行距離と運賃のグラフから、Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離を読み取る状況を

設けた。また、走行距離と運賃の関係をグラフに表した際の点の並びが一直線上にあると考え

ることで、その関係を比例とみなし、新しい駅の運賃を求める方法を説明する文脈を設定した。
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２．解説

設問(１)

趣旨

事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 比例、反比例について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ウ）座標の意味を理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (1) １ ア と解答しているもの。（点Ｄの x 座標と原点の x 座標の差）

２ イ と解答しているもの。（点Ｄの x 座標と点Ｃの x 座標の差） ◎

３ ウ と解答しているもの。（点Ｄの y 座標と原点の y 座標の差）

４ エ と解答しているもの。（点Ｄの y 座標と点Ｃの y 座標の差）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、３、４】は、Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離は、点Ｄの x 座標と点Ｃの x 座標

の差に表れることを捉えることができなかったと考えられる。

○ 【解答類型２】は、事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができている。
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２．解説

設問(１)

趣旨

事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 比例、反比例について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ウ）座標の意味を理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (1) １ ア と解答しているもの。（点Ｄの x 座標と原点の x 座標の差）

２ イ と解答しているもの。（点Ｄの x 座標と点Ｃの x 座標の差） ◎

３ ウ と解答しているもの。（点Ｄの y 座標と原点の y 座標の差）

４ エ と解答しているもの。（点Ｄの y 座標と点Ｃの y 座標の差）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、３、４】は、Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離は、点Ｄの x 座標と点Ｃの x 座標

の差に表れることを捉えることができなかったと考えられる。

○ 【解答類型２】は、事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができている。

設問(２)

趣旨

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 比例、反比例について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (2) （正答の条件）

次のことについて記述しているもの。

＜グラフを用いることについて記述している場合＞

次の(a)、(b)について記述している。

(a) 直線のグラフをかいて利用すること。

(b) x座標が６０のときの y座標を読むこと。

＜式を用いることについて記述している場合＞

次の(c)、(d)について記述している。

(c) 比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。

(d) x＝６０ を代入して、yの値を求めること。

＜表や数値を用いることについて記述している場合＞

次の(e)、(f)について記述している。

(e) 表や数値を用いて割合を求めて利用すること。

(f) Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときの運賃を算出すること。

（正答例）

・ 点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、x座標が６０のときの y座標を

読む。（解答類型１）

・ 対応する xと yの値をもとに、xと yの関係を比例の式で表し、その式に

x＝６０ を代入し、yの値を求める。（解答類型６）

・ 表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数でＡ駅からの走行距離が

６０．０ｋｍになるときの運賃を計算する。（解答類型10）
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(a)、(b)について記述しているもの。

１ 又は、実際にグラフをかき、x 座標が６０のときの y 座標を読むことについて ◎

記述しているもの。

(a)について「直線」についての記述が十分でなかったり、(b)について

「x ＝６０」の記述がなかったりするが、グラフを用いることとその用い方につ

２
いて記述しているもの。

○
（正答例）

・ ２つの点を結んで、x＝６０ のときの yの値を読む。

・ 点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、y座標を読む。

３
(a)のみを記述しているもの。（(a)について「直線」についての記述が十分で

ないものを含む。）

４
(b)のみを記述しているもの。（(b)について「x ＝６０」の記述がないものを

含む。）

５
グラフを用いることについて記述しているが、(a)、(b)について記述してい

ないもの。

(c)、(d)について記述しているもの。

６ 又は、実際に比例の式又は一次関数の式を求めて、x＝６０ を代入して yの ◎

値を求めることについて記述しているもの。

(c)について「比例」又は「一次関数」についての記述がなかったり、(d)に
ついて「x＝６０」の記述がなかったりするが、式を用いることとその用い方に

ついて記述しているもの。

７ （正答例） ○

・ 式で表し、x＝６０ を代入して yの値を求める。

・ 対応する xと yの値をもとに、xと yの関係を比例の式で表し、xにＡ駅

からの走行距離を代入して yの値を求める。

８
(c)のみを記述しているもの。（(c)について「比例」又は「一次関数」につい

ての記述がないものを含む。）

９
(d)のみを記述しているもの。（(d)について「 x ＝６０」の記述がないものを含

む。）

(e)、(f)について記述しているもの。

10 又は、実際に表や数値から割合について調べて、Ａ駅からの走行距離が ◎

６０．０ｋｍになるときの運賃を求めることについて記述しているもの。

(e)について「割合」についての記述が十分でなかったり、(f)について求める

運賃の記述が十分でなかったりするが、表や数値を用いることとその用い方に

ついて記述しているもの。

11 （正答例） ○

・ 表の数値を用いて、Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときの運賃を

求める。

・ １ｋｍあたりに約１８．４円増加することを用いて、運賃を計算する。

12
(e)のみを記述しているもの。（(e)について「割合」についての記述が十分で

ないものを含む。）

13
(f)のみを記述しているもの。（(f)について求める運賃の記述が十分でないも

のを含む。）

99 上記以外の解答

０ 無解答
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(a)、(b)について記述しているもの。

１ 又は、実際にグラフをかき、x 座標が６０のときの y 座標を読むことについて ◎

記述しているもの。

(a)について「直線」についての記述が十分でなかったり、(b)について

「x ＝６０」の記述がなかったりするが、グラフを用いることとその用い方につ

２
いて記述しているもの。

○
（正答例）

・ ２つの点を結んで、x＝６０ のときの yの値を読む。

・ 点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、y座標を読む。

３
(a)のみを記述しているもの。（(a)について「直線」についての記述が十分で

ないものを含む。）

４
(b)のみを記述しているもの。（(b)について「x ＝６０」の記述がないものを

含む。）

５
グラフを用いることについて記述しているが、(a)、(b)について記述してい

ないもの。

(c)、(d)について記述しているもの。

６ 又は、実際に比例の式又は一次関数の式を求めて、x＝６０ を代入して yの ◎

値を求めることについて記述しているもの。

(c)について「比例」又は「一次関数」についての記述がなかったり、(d)に
ついて「x＝６０」の記述がなかったりするが、式を用いることとその用い方に

ついて記述しているもの。

７ （正答例） ○

・ 式で表し、x＝６０ を代入して yの値を求める。

・ 対応する xと yの値をもとに、xと yの関係を比例の式で表し、xにＡ駅

からの走行距離を代入して yの値を求める。

８
(c)のみを記述しているもの。（(c)について「比例」又は「一次関数」につい

ての記述がないものを含む。）

９
(d)のみを記述しているもの。（(d)について「 x ＝６０」の記述がないものを含

む。）

(e)、(f)について記述しているもの。

10 又は、実際に表や数値から割合について調べて、Ａ駅からの走行距離が ◎

６０．０ｋｍになるときの運賃を求めることについて記述しているもの。

(e)について「割合」についての記述が十分でなかったり、(f)について求める

運賃の記述が十分でなかったりするが、表や数値を用いることとその用い方に

ついて記述しているもの。

11 （正答例） ○

・ 表の数値を用いて、Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときの運賃を

求める。

・ １ｋｍあたりに約１８．４円増加することを用いて、運賃を計算する。

12
(e)のみを記述しているもの。（(e)について「割合」についての記述が十分で

ないものを含む。）

13
(f)のみを記述しているもの。（(f)について求める運賃の記述が十分でないも

のを含む。）

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では、事象における数量の関係を見いだし考察する場面において、問題解決の方法に

ついて説明することを求めている。（p.７参照）

Ａ駅から６０．０ｋｍの地点につくられる新しい駅のおよその運賃を求めるために、「用いるも

の」を明確にした上で、その「用い方」を数学的に説明するものである。その際、「用いるも

の」として、直線のグラフ、比例の式又は一次関数の式、表や数値を用いて求めた割合のいず

れかを明示する必要がある。その上で、「用い方」として、グラフを用いる場合は、x 座標が

６０のときの y座標を読むこと、式を用いる場合は、x＝６０ を代入して yの値を求めること、

表を用いる場合は、表の数値から求めた割合を基に、Ａ駅から６０．０ｋｍの地点にできる新し

い駅までの運賃を算出することを記述する必要がある。

○ 【解答類型１】は、「直線のグラフをかいて利用する」ことと「x座標が６０のときの y座

標を読む」ことを記述している。

○ 【解答類型２】は、「直線のグラフをかいて利用する」ことについて、グラフが「直線」で

あることを明示せずに記述しており、「x座標が６０のときの y座標を読む」ことを記述して

いる。又は、「直線のグラフをかいて利用する」ことを記述しているが、「x座標が６０のとき

の y 座標を読む」ことについて、x座標が６０である点に着目することを明示せずに記述して

いる。

○ 【解答類型３】は、「直線のグラフをかいて利用する」ことのみを記述している。具体的な

例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 点Ｏと点Ｅを直線で結んで求める。

○ 【解答類型４】は、「x座標が６０のときの y座標を読む」ことのみを記述している。具体

的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ x座標が６０のときの y座標を調べる。

○ 【解答類型５】は、グラフを用いることは記述しているが、「用いるもの」として、「直線

のグラフをかいて利用する」こと、「用い方」として、「x座標が６０のときの y座標を読む」

ことについて記述していない。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ グラフをかいて調べる。

○ 【解答類型６】は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」ことと「x＝６０ を

代入して、yの値を求める」ことを記述している。
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○ 【解答類型７】は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」ことについて、「比

例」又は「一次関数」であることを明示せずに記述しており、「x ＝６０ を代入して、y の

値を求める」ことを記述している。又は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」

ことを記述しているが、「x＝６０ を代入して、y の値を求める」ことについて、x の値が

６０であることを明示せずに記述している。

○ 【解答類型８】は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」ことのみを記述して

いる。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 「調べた結果」から、yを xの比例の式に表せばよい。

○ 【解答類型９】は、「x＝６０ を代入して、yの値を求める」ことのみを記述している。

具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ xに６０を代入して、yを求める。

○ 【解答類型10】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことと「Ａ駅からの走行

距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運賃を算出する」ことを記述している。

○ 【解答類型11】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことについて、「割合」に

ついて調べることを明示せずに記述しており、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるとき

のおよその運賃を算出する」ことを記述している。又は、「表や数値を用いて割合を求めて

利用する」ことを記述しており、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運

賃を算出する」ことについて、Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍであることを明示せずに記

述している。

○ 【解答類型12】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことのみを記述している。

具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ １ｋｍあたりの運賃を求める。

○ 【解答類型13】は、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運賃を算出す

る」ことのみを記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 走行距離が６０．０ｋｍになるときの運賃を求める。
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○ 【解答類型７】は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」ことについて、「比

例」又は「一次関数」であることを明示せずに記述しており、「x ＝６０ を代入して、y の

値を求める」ことを記述している。又は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」

ことを記述しているが、「x＝６０ を代入して、y の値を求める」ことについて、x の値が

６０であることを明示せずに記述している。

○ 【解答類型８】は、「比例の式又は一次関数の式を求めて利用する」ことのみを記述して

いる。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 「調べた結果」から、yを xの比例の式に表せばよい。

○ 【解答類型９】は、「x＝６０ を代入して、yの値を求める」ことのみを記述している。

具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ xに６０を代入して、yを求める。

○ 【解答類型10】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことと「Ａ駅からの走行

距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運賃を算出する」ことを記述している。

○ 【解答類型11】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことについて、「割合」に

ついて調べることを明示せずに記述しており、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるとき

のおよその運賃を算出する」ことを記述している。又は、「表や数値を用いて割合を求めて

利用する」ことを記述しており、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運

賃を算出する」ことについて、Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍであることを明示せずに記

述している。

○ 【解答類型12】は、「表や数値を用いて割合を求めて利用する」ことのみを記述している。

具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ １ｋｍあたりの運賃を求める。

○ 【解答類型13】は、「Ａ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときのおよその運賃を算出す

る」ことのみを記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 走行距離が６０．０ｋｍになるときの運賃を求める。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

与えられた表やグラフを用いて、水温が

H25B３(2) ８０℃になるまでにかかる時間を求める 32.6％ pp.95-101 pp.104-110
方法を説明する

与えられた表やグラフを用いて、貯水量

H29B３(2) が１５００万ｍ
３
になるまでに５月３１日か 19.1％ pp.108-114 pp.126-133

ら経過した日数を求める方法を説明する

与えられた表やグラフを用いて、２分を

R３７(2) はかるために必要な砂の重さを求める方 28.2％ pp.34-39 pp.43-49
法を説明する

R４８(2)
目標の３００ｋｇを達成するまでの日数を

39.0％ pp.44-51 pp.62-68
求める方法を説明する
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数学９ 証明を振り返り、統合的・発展的に考察すること（平行四辺形）
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数学９ 証明を振り返り、統合的・発展的に考察すること（平行四辺形） １．出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

・解決の過程や結果を振り返り評価・改善すること

・統合的・発展的に考察すること

・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明すること

図形の性質を考察する場面では、予想した事柄が成り立つことを証明したり、条件を変えて

共通する性質を見いだすなど統合的・発展的に考察したりすることや、問題解決の過程や結果

を振り返って新たな性質を見いだすことが大切である。

本問では、見いだした事柄について、平行四辺形の性質や平行四辺形になるための条件を用

いて考察する場面を取り上げた。具体的には、図１で四角形ＡＥＣＦが平行四辺形であること

の証明を基に、新たに分かる辺や角についての関係を見いだす状況を設けた。さらに、図１か

ら図２のように条件を変えた場合にできる四角形ＡＥＣＦが平行四辺形になることを、証明１

を基に証明する状況を設けた。また、図１から図３のように条件を変えた場合にできる四角形

ＦＣＥＡが平行四辺形であることを基に、図４の四角形ＡＧＣＨが平行四辺形になることを証明

する文脈を設定した。

２．解説

設問(１)

趣旨

証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たに分かる辺や角についての関係を

見いだすことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（イ）証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (1) １ ア と解答しているもの。（ＢＥ＝ＤＦ）

２ イ と解答しているもの。（ＡＦ＝ＥＣ）

３ ウ と解答しているもの。（ＡＥ＝ＦＣ） ◎

４ エ と解答しているもの。（ＡＢ＝ＤＣ）

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、この問題の仮定である線分についての関係を、新たに分かることと捉

えたと考えられる。

○ 【解答類型２】は、仮定より導かれた証明に用いた辺についての関係を、新たに分かるこ

とと捉えたと考えられる。

○ 【解答類型３】は、証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たに分かる辺につい

ての関係を見いだすことができている。

○ 【解答類型４】は、四角形ＡＢＣＤが平行四辺形であることから分かる辺についての関係

を、新たに分かることと捉えたと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H30B４(1)
証明されたことから、新たに分かることを選

56.0％ pp.117-122 pp.121-127
ぶ

設問(２)

趣旨

統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善することができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア）三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的

に確かめたり、証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、この問題の仮定である線分についての関係を、新たに分かることと捉

えたと考えられる。

○ 【解答類型２】は、仮定より導かれた証明に用いた辺についての関係を、新たに分かるこ

とと捉えたと考えられる。

○ 【解答類型３】は、証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たに分かる辺につい

ての関係を見いだすことができている。

○ 【解答類型４】は、四角形ＡＢＣＤが平行四辺形であることから分かる辺についての関係

を、新たに分かることと捉えたと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H30B４(1)
証明されたことから、新たに分かることを選

56.0％ pp.117-122 pp.121-127
ぶ

設問(２)

趣旨

統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善することができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア）三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的

に確かめたり、証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (2) １
エ ②、③より、ＡＤ＋ＤＦ＝ＢＣ＋ＢＥ ･･････④ と記述しているもの。

◎
を （ＡＦ＝ＥＣが導けるものを含む。）

２ 選 上記以外の解答

３ 択 無解答

４
オ ＡＦ＝ＥＣが成り立つ根拠を記述し、ＡＦ＝ＥＣ ･･････⑤ と記述してい

◎
を るもの。

５ 選 上記以外の解答

６ 択 無解答

７ アを選択し、記述しているもの。

８ イを選択し、記述しているもの。

９ ウを選択し、記述しているもの。

10 ア、イ、ウのいずれかを選択し、無解答であるもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１、４】は、条件を変えた場合について、元の証明を振り返り、証明の一部を

書き直すことができている。

○ 【解答類型２】は、条件を変えた場合について、元の証明を振り返り、書き直すことが必

要な部分は捉えているが、証明の一部を書き直すことができなかったと考えられる。

○ 【解答類型５、７～９】は、条件を変えた場合について、証明の一部を書き直すことがで

きなかったと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

平行四辺形ＡＢＣＤの外側に２つの点Ｅ、Ｆを

H30B４(2) 取っても、四角形ＥＢＦＤは平行四辺形となる 43.3％ pp.117-122 pp.121-127
ことの証明を完成する

設問(３)

趣旨

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる。
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■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）三角形や平行四辺形の基本的な性質などを具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (3) （正答の条件）

次の(a)、(b)、(c)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。

なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記述されている程度のものとする。

(a) ＡＧ∥ＨＣ

(b) ＧＣ∥ＡＨ

(c) 四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。

（正答例）

・ 平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺は平行であるから、

ＡＢ∥ＤＣ

よって、 ＡＧ∥ＨＣ ･･････①

平行四辺形ＦＣＥＡの向かい合う辺は平行であるから、

ＦＣ∥ＡＥ

よって、 ＧＣ∥ＡＨ ･･････②

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるから、

四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。

（解答類型１）

１ (a)、(b)、(c)とそれぞれの根拠を記述しているもの。 ◎

２
(a)、(b)、(c)について記述しているが、表現が十分でないもの。（(a）、(b)、

○
(c)の根拠が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

３ 上記１、２以外で、正しく証明しているもの。 ◎

４
上記３について、表現が十分でないもの。（根拠が抜けていたり、根拠の表現

○
が十分でなかったりするものを含む。）

５ (a)、(b)、(c)について記述しているが、証明に誤りを含んでいるもの。

６
(a)、(b)について記述しているもの。（(a)、(b)について、表現が十分でなか

ったり、根拠が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

７
(c)のみを記述しているもの。（(c)について、表現が十分でなかったり、根拠

が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

８ 上記６、７について、証明に誤りを含んでいるもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（イ）三角形や平行四辺形の基本的な性質などを具体的な場面で活用すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (3) （正答の条件）

次の(a)、(b)、(c)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。

なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記述されている程度のものとする。

(a) ＡＧ∥ＨＣ

(b) ＧＣ∥ＡＨ

(c) 四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。

（正答例）

・ 平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺は平行であるから、

ＡＢ∥ＤＣ

よって、 ＡＧ∥ＨＣ ･･････①

平行四辺形ＦＣＥＡの向かい合う辺は平行であるから、

ＦＣ∥ＡＥ

よって、 ＧＣ∥ＡＨ ･･････②

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるから、

四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。

（解答類型１）

１ (a)、(b)、(c)とそれぞれの根拠を記述しているもの。 ◎

２
(a)、(b)、(c)について記述しているが、表現が十分でないもの。（(a）、(b)、

○
(c)の根拠が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

３ 上記１、２以外で、正しく証明しているもの。 ◎

４
上記３について、表現が十分でないもの。（根拠が抜けていたり、根拠の表現

○
が十分でなかったりするものを含む。）

５ (a)、(b)、(c)について記述しているが、証明に誤りを含んでいるもの。

６
(a)、(b)について記述しているもの。（(a)、(b)について、表現が十分でなか

ったり、根拠が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

７
(c)のみを記述しているもの。（(c)について、表現が十分でなかったり、根拠

が抜けていたり、根拠の表現が十分でなかったりするものを含む。）

８ 上記６、７について、証明に誤りを含んでいるもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では、図形についての考察場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を

用いて説明することを求めている。（p.７参照）

説明する際には、次の成り立つ事柄（a）～（c）とそれぞれの根拠を記述する必要がある。

成り立つ事柄 根拠（例）

(a) ＡＧ∥ＨＣ 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形である

(b) ＧＣ∥ＡＨ 四角形ＦＣＥＡは平行四辺形である

(c) 四角形ＡＧＣＨは
２組の向かい合う辺がそれぞれ平行である

平行四辺形である

○ 【解答類型１】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」、「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」を

記述し、それぞれの根拠について記述している。

○ 【解答類型２】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」、「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」を

記述しているが、記述の表現が十分でない。

○ 【解答類型３】は、解答類型１、２以外で、「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」理由を

正しく記述している。

○ 【解答類型４】は、解答類型３について、記述の表現が十分でない。

○ 【解答類型５】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」、「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」を

記述しているが、成り立たないことを用いたり、誤った根拠を記述したりしている。具体的

な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形であるから、

ＡＢ∥ＢＣ

よって、 ＡＧ∥ＨＣ ･･････①

四角形ＦＣＥＡは平行四辺形であるから、

ＦＣ∥ＣＥ

よって、 ＧＣ∥ＡＨ ･･････②

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるから、

四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。
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○ 【解答類型６】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」を記述しているが、「四角形ＡＧＣＨは平

行四辺形である」ことを記述していない。具体的な例としては、以下のようなものが想定

される。

（例）

・ 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形であるから、

ＡＢ∥ＤＣ

よって、 ＡＧ∥ＨＣ

四角形ＦＣＥＡは平行四辺形であるから、

ＦＣ∥ＡＥ

よって、 ＧＣ∥ＡＨ

○ 【解答類型７】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」を記述していないが、「四角形ＡＧＣＨは

平行四辺形である」ことを記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定

される。

（例）

・ ２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるから、四角形ＡＧＣＨは平行四辺形で

ある。

○ 【解答類型８】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」又は「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」

を記述しているが、成り立たないことを用いたり、誤った根拠を記述したりしている。具体

的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ＡＧ∥ＨＣ

四角形ＡＢＣＨは平行四辺形であるから、

ＧＣ∥ＡＨ

－48－



○ 【解答類型６】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」を記述しているが、「四角形ＡＧＣＨは平

行四辺形である」ことを記述していない。具体的な例としては、以下のようなものが想定

される。

（例）

・ 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形であるから、

ＡＢ∥ＤＣ

よって、 ＡＧ∥ＨＣ

四角形ＦＣＥＡは平行四辺形であるから、

ＦＣ∥ＡＥ

よって、 ＧＣ∥ＡＨ

○ 【解答類型７】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」を記述していないが、「四角形ＡＧＣＨは

平行四辺形である」ことを記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想定

される。

（例）

・ ２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるから、四角形ＡＧＣＨは平行四辺形で

ある。

○ 【解答類型８】は、「ＡＧ∥ＨＣ」、「ＧＣ∥ＡＨ」又は「四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である」

を記述しているが、成り立たないことを用いたり、誤った根拠を記述したりしている。具体

的な例としては、以下のようなものが想定される。

（例）

・ ＡＧ∥ＨＣ

四角形ＡＢＣＨは平行四辺形であるから、

ＧＣ∥ＡＨ

Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

０
．４
aa

１
３
０

１
２

０
．２
５

６
９

１
５

（
例

）
連
続

す
る

２
つ

の
３
の

倍
数

の
和
は

、

奇
数

で
あ
る

。

（
例

）
９
（

nn
＋

１
）

n n
＋

１
は

整
数
だ

か
ら

、
９
（

nn
＋

１
）
は

９
の

倍
数
で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

連
続

す
る
３

つ
の
３

の
倍

数
の
和

は
、

９
の

倍
数
に

な
る

。

（
例

）
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

０
．４
aa

１
３
０

１
２

０
．２
５

６
９

１
５

（
例

）
連
続

す
る

２
つ

の
３
の

倍
数
の

和
は

、

奇
数

で
あ
る

。

（
例

）
９
（

nn
＋

１
）

nn
＋

１
は

整
数
だ

か
ら

、
９
（

nn
＋

１
）
は

９
の

倍
数
で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

連
続
す

る
３

つ
の
３

の
倍

数
の
和

は
、

９
の

倍
数
に

な
る

。

（
例

）

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

１

（
例
）

点
Ａ

か
ら

点
Ｅ
を

も
と

に
、

直
線
の

グ
ラ

フ
を
か

き
、

xx
座

標
が

６
０

の
と

き
の

yy
座

標
を

読
む

。

（
例

）
②
、

③
よ

り
、

Ａ
Ｄ

＋
Ｄ
Ｆ

＝
Ｂ
Ｃ

＋
Ｂ
Ｅ

･
･
･･

･
･④

（
例
）

Ａ
の

勝
つ
確

率
は

で
あ

り
、

Ｂ
の

勝
つ

確
率

は
で

あ
る

か
ら

、
Ａ

の
勝

つ
確

率
と

、

Ｂ
の

勝
つ

確
率

は
等

し
い
。

だ
か

ら
、
Ａ

と
Ｂ
の

勝
ち

や
す

さ
は

同
じ

で
あ
る

。

８３

８３

（
例

）
平

行
四

辺
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

の
向

か
い

合
う

辺
は

平
行

で
あ

る
か

ら
、

Ａ
Ｂ

∥
Ｄ
Ｃ

よ
っ

て
、

Ａ
Ｇ

∥
Ｈ
Ｃ

･
･
･･

･
･①

平
行

四
辺

形
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ａ

の
向

か
い

合
う

辺
は

平
行

で
あ

る
か

ら
、

Ｆ
Ｃ

∥
Ａ
Ｅ

よ
っ

て
、

Ｇ
Ｃ

∥
Ａ
Ｈ

･
･
･･

･
･②

①
、

②
よ
り

、

２
組
の

向
か
い

合
う

辺
が

そ
れ
ぞ

れ
平

行
で
あ

る
か
ら

、

四
角
形
Ａ
Ｇ
Ｃ
Ｈ
は

平
行

四
辺

形
で

あ
る

。
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋） 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文の記述及びレイアウト等について 

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】 ７ 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7_1 

7_2 

7_3 

【点字問題】  ７ 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

○ 通常問題では、表に「グ―」、「チョキ」、「パー」の絵がかかれたカードを使って、
じゃんけんカードゲームを行い、ゲームの勝ちやすさについて問う問題を出題した。
しかし、点字で学習する生徒にとっては、限られた時間内で、複数のカードの絵を
読み取る負担は大きい。そこで、じゃんけんを絵で表すのではなく、言葉で置き換
えて出題をした。その際１回目は、グー、チョキ、パーにかぎ括弧を付けることで
カードに書かれた文字であるという意識を持たせたが、２回目以降は、かぎ括弧を
付けることで生じる読み取りづらさを解消するため、かぎ括弧を外して出題をした。 

                                                
＜点字問題（墨点字版）＞               ＜点字問題（活字版）＞ 
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7_4 

7_5 

7_6 

7_7 
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7_4 

7_5 

7_6 

7_7 

 

  

7_8 

7_9 

7_10 
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
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 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の見

え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大きさ

に拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。 

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 ７ 

 

 
 
７では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 問題や図を読みとりやすいように、拡大して横置きにした。 

２） 「グー」「チョキ」「パー」の違いが的確に認識できるように、イラストを拡大した

り、手の輪郭の線を太く、濃くしたりした。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 ７（実寸大サイズ）
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【拡大文字問題（抜粋）】 ７（実寸大サイズ） 【通常問題】 ９（２）   

 

 
 

 ９（２）では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 問題や図を読みとりやすいように、拡大して横置きにした。 

２） 解答に必要な部分を認識しやすくするために、アからオの枠組みを点線から実線に

変更したり、枠の中に選択肢を入れたりした。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 ９（２）  
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